
　
平
成
２
８
年
３
月
７

日
（
月
）
、
午
後
１
時

３
０
分
よ
り
、
当
会
の

平
成
２
８
年
度
（
第
７

回
）
総
会
を
北
見
赤
十

字
病
院
の
会
議
室
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
谷
川
代
表
の
挨
拶
が

あ
り
、
来
賓
で
ご
臨
席

を
戴
い
た
北
見
赤
十
字

病
院
の
吉
田
院
長
が
挨

拶
に
立
ち
ま
し
た
。

　
『
第
５
１
回
日
本
赤

十
字
社
医
学
会
総
会
に

お
き
ま
し
て
は
、
ご
協

力
を
戴
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

ま
で
、
総
会
は
日
本
赤

十
字
社
以
外
の
外
部
の

方
が
入
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
各
地
の

病
院
の
先
生
方
（
関
係

者
）
か
ら
、
そ
の
経
緯

な
ど
を
聞
か
れ
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
病
院

で
も
と
考
え
ら
れ
た
よ

う
で
す
。

　
ま
た
、
２
年
目
に
な

る
「
北
見
で
の
思
い
出

づ
く
り
の
集
い
」で
は
、

研
修
医
の
先
生
方
が
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
食
事

を
通
し
て
、
北
見
市
民

の
方
々
と
親
し
く
楽
し

ん
だ
よ
う
で
す
。
今
年

も
８
名
の
研
修
医
の
先

生
方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
で
き
、３
年
目
の「
思

い
出
づ
く
り
の
集
い
」

に
仲
間
入
り
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
』

　
と
当
会
の
活
動
に
詳

し
く
ふ
れ
ら
れ
、
高
い

評
価
を
戴
き
ま
し
た
。

　
会
員
の
表
さ
ん
が
議

長
席
に
着
き
、
総
会
の

議
案
審
議
に
入
り
ま
し

た
。

　
▼
平
成
２
７
年
度
・

事
業
報
告
、
平
成
２
７

年
度
会
計
決
算
報
告
及

び
会
計
監
査
報
告
。

　
阿
久
津
事
務
局
長
か

ら
の
事
業
報
告
の
説

明
、
阿
部
会
計
か
ら
の

決
算
報
告
、
表
会
計
監

査
に
成
り
代
わ
っ
て
、

森
實
副
代
表
が
監
査
報

告
を
行
い
、
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
▼
平
成
２
８
年
度
事

業
計
画
及
び
会
計
予

算
。

　
阿
久
津
事
務
局
長
、

阿
部
会
計
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
あ
り
、
原
案

通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
▼
平
成
２
８
年
役
員

選
出
。

　
事
務
局
か
ら
人
事
案

が
示
さ
れ
、次
の
通
り
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
・
逢
坂
信
治

（
新
）
、
副
代
表
・
谷

川
勝
男
（
新
）
、
副
代

表
・
森
實
和
美（
留
）
、

事
務
局
長
・
阿
久
津
俊

子
（
留
）
、
会
計
・
阿

部
孝
子
（
留
）
、
会
計

監
査
・
表
宏
樹（
留
）
、

ほ
か
会
員
の
全
て
が
理

事
に
就
任
。

　
審
議
終
了
後
、
廣
川

総
務
課
長
か
ら
コ
メ
ン

ト
を
戴
き
、
総
会
は
閉

会
し
ま
し
た
。

　
北
見
赤
十
字
病
院
の

明
日
を
考
え
支
援
す
る

会
が
ス
タ
ー
ト
し
て
６

年
余
り
。

　
振
り
返
れ
ば
機
関
紙

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
風
」

発
刊
と
研
修
医
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
会
こ
そ
誇

れ
る
活
動
だ
っ
た
よ
う

に
思
う
。
い
ず
れ
も
新

代
表
逢
坂
信
治
氏
の
発

案
、
事
務
局
長
阿
久
津

俊
子
、
会
計
阿
部
孝
子

両
氏
を
中
心
と
す
る
メ

ン
バ
ー
の
支
え
が
あ
っ

て
実
現
し
た
。

　
何
事
も
人
に
始
ま
っ

て
人
で
終
わ
る
の
喩
え

通
り
、
シ
ニ
ア
世
代
が

多
い
会
員
は
、
互
い
の

人
生
体
験
に
導
か
れ
る

よ
う
に
し
て
会
の
活
動

を
進
め
て
き
た
。

　
昨
年
１
０
月
、
当
地

を
会
場
と
す
る
医
学
会

総
会
に
局
外
か
ら
参
加

が
許
さ
れ
て
、
得
が
た

い
体
験
も
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
医
療
の
内
懐
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

た
全
国
の
方
々
と
の
交

流
は
、
今
後
の
会
の
活

動
に
た
く
さ
ん
の
示
唆

を
与
え
て
く
れ
た
。

　
そ
し
て
、こ
の
３
月
、

新
代
表
逢
坂
信
治
氏
の

も
と
「
支
援
す
る
会
」

は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
人
生
経
験
が

豊
富
で
斬
新
な
企
画
力

の
新
代
表
が
会
の
先
導

役
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
。
会
員
一
同
、
決
意

も
新
た
な
「
一
歩
」
を

と
思
う
。
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